
平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 33 事業No. 209

事務事業名 観光施設管理事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 観光課 開始 H1 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 飯田市観光振興ビジョン

 地域経済活性化プログラム2018

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 飯田市が所有する観光地、観光施設

意図 良好に維持管理することで観光地域が活性化するようにする

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

建物の老朽化に伴う観光施設の修繕等が増えています。そのため、限られた予算の中で有効な施設整備を行うよう、

地域や関係団体と連携をします。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　多くの観光客の利便性を高めるために、観光案内を行うととも

に、観光施設の維持、保存に努めます。

　観光施設を、有効に活用できるよう管理運営をします。

　中央アルプスの登山者が自然環境の保護の自覚を持ちながら、

安全に登山ができるように、登山道や遊歩道、摺古木山や安平路

山の避難小屋等を管理します。

観光施設の維持管理 4,403

観光施設の管理業務等委託 8,839

観光案内所の運営 11,205

観光施設の使用料、賃借料 2,333

観光施設負担金 280

観光施設の整備費 6,973

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
管理施設数 か所 25 25   

遊歩道、登山道等の整備 か所 5 5   

観光地美化整備 か所 1 1   

観光案内所 か所 3 3   

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 34,033 （そ）　諸収入

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 33

一般財源 34,000

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
4  10

 
1

27,060

0
観光施設管理費

2    1 7 1
 
4  11

 
1

6,973

0
観光施設整備事業費

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 209 事業名  観光施設管理事業 観光課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

登山道の車両の進

入
〇   － － － ×× × －  

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 33 事業No. 210

事務事業名 観光誘客推進事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 観光課 開始 H16 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 2 飯田市への人の流れをつくる

   

   

分野別計画
 飯田市観光振興ビジョン

 地域経済活性化プログラム2018

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 国内外からの旅行者

意図 地域資源の活用と効果的な情報発信による誘客

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

地域資源を活かしたツアーの継続実施から見えてくる、参加者動向、募集告知手法等の検証から、効果的な情報発信

が必要です。また、首都圏などでの観光キャラバンや物産展におけるＰＲ活動や物販にあわせ、具体的な誘客に繋が

る取り組みが必要です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　いいだ人形劇フェスタ、信州飯田の花火等、飯田ならではの素

材を活かしたツアーを実施し、その人気素材を先頭に広く飯田へ

の誘客を図ります。また、飯田の暮らしや文化、祭、伝統芸能等

、例えば関係団体と連携したまち歩き、産地ツアー・和菓子探訪

等の食文化、ツアー・オブ・ジャパンなどを素材とした体験プロ

グラムを造成します。

　信州デスティネーションアフターキャンペーンをはじめとし、

品川や渋谷等、首都圏における飯田の情報発信拠点や観光情報誌

等を活用した、信州飯田の知名度向上を目指します。

　また、訪日外国人旅行者に、飯田を楽しんでいただくため観光

パンフレットの多言語化を進めます。

観光誘客宣伝事業 8,628

自転車のまちづくり 7,200

観光資源保護活用 1,425

名桜鑑賞誘客 1,481

海外誘客促進 1,202

まちなか誘客促進 342

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
飯田市への旅行者 万人 110 110   
飯田市をPRした物産展・キャンペーン 回  35   

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 20,278  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 20,278

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
4  10

 
2

8,628

0
観光誘客宣伝事業費

2    1 7 1
 
4  10

 
8

7,200

0
自転車のまちづくり事業費

3    1 7 1
 
4  11

 
3

1,425

0
観光資源保護活用事業費

4    1 7 1
 
4  13

 
4

1,481

0
名桜鑑賞誘客事業費

5    1 7 1
 
4  15

 
1

1,202

0
海外誘客促進事業費

6    1 7 1
 
4  16

 
1

342

0
まちなか誘客促進事業費

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 210 事業名  観光誘客推進事業 観光課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務     × ×  ×       

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 33 事業No. 212

事務事業名 観光まつり振興事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 観光課 開始 H16 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
 飯田市観光振興ビジョン

○ 地域経済活性化プログラム2018

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 観光まつりの参加者及び観光客

意図 観光まつりを支援し、観光誘客につなげる

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

誘客につなげる発信方法が課題です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　市民による実行委員会を組織し、地域の振興を目的に企画され

ているまつりを支援し、観光誘客につなげます。さらに、市民一

体となって参加できるまつりを支援することで、市民自らが飯田

のまつりの魅力を外に発信してもらうきっかけとします。

　また、まつりが安全に開催できるよう、準備を進めます。

飯田春夏まつりの実施 4,069

飯田まつりの実施 6,652

南信州獅子舞フェスティバル補助金 1,000

南信州飯田「桜」そば・食彩まつり補助金 300

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
観光まつりの参加者及び観客 万人 10 10   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 12,021  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 12,021

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
4  10

 
9

12,021

0
観光まつり振興事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 212 事業名  観光まつり振興事業 観光課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 33 事業No. 213

事務事業名 観光協会推進事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 観光課 開始 H16 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 飯田市観光振興ビジョン

 地域経済活性化プログラム2018

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 飯田観光協会会員

意図 多様な産業が連携し、飯田市及び付近の観光地、民芸品・物産を紹介宣伝し、観光客の誘客を図る

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

飯田観光協会と飯田市との連携や情報共有が重要です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　飯田観光協会は、民間等の会員が協力して観光振興を行う団体

で、民間主導で様々な事業を実施しています。

（事業内容：飯田観光協会規約より）

①観光資源の整備、②観光施設及び観光案内所の整備及び運営、

③観光事業者等の養成及び研修、④内外の観光客の誘致促進、⑤

内外の観光に関する情報の収集及び提供、⑥内外の観光に関する

調査、研究、⑦特産品の斡旋、宣伝等販路拡大、⑧各種関係団体

及び会員相互の連絡協調、⑨観光振興事業の企画、⑩その他

　市は協会と連携し、情報共有をしながら、事業を推進します。

飯田観光協会補助金 11,300

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
ホームページ「南信州ナビ」アクセス数 万回 320 70   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 11,300  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 11,300

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
4  10

 
10

11,300

0
飯田観光協会運営事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 213 事業名  観光協会推進事業 観光課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 33 事業No. 214

事務事業名 観光振興推進事務
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 観光課 開始 H18 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 飯田市観光振興ビジョン

 地域経済活性化プログラム2018

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 飯田下伊那地域を訪れる観光客、まちなかを訪れる目的を持った観光客

意図 タイムリーな観光情報を提供することで、滞留する観光客数を増加させる

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

観光案内業務において、多様なニーズに対応できる情報の収集方法、情報の発信が必要です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　観光課の現場事務所として管理運営しています。併せて、中心

市街地の観光案内の拠点として、まちなかインフォメーションセ

ンターの機能を兼ね備えます。

インフォメーションセンター管理費 7,162

公用車等の一般経費 1,275

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
まちなかインフォメーションから情報提供 件 50,000 50,000   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 8,437 （そ）　諸収入

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 18

一般財源 8,419

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
4  10

 
12

7,162

0
まちなかインフォメーションセンター管理費

2    1 7 1
 
4  10

 
14

1,275

0
観光振興一般経費

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 214 事業名  観光振興推進事務 観光課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 33 事業No. 215

事務事業名 エコツーリズム推進事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 観光課 開始 H16 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 2 飯田市への人の流れをつくる

   

   

分野別計画
 飯田市観光振興ビジョン

 地域経済活性化プログラム2018

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 体験型観光を受け入れる農家や団体・個人

意図 安全・安心で、質の高い受入れを行う

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

体験教育旅行等受入の拡充、インバウンド観光における外国人個人旅行者の受入を進めるため、農家民泊受入農家数

を維持し、質の高い受入体制を保持していく必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　㈱南信州観光公社と連携し、世界人形劇フェスティバル、AVIAM

A総会を契機に、訪日外国人旅行者向けに飯田を楽しむ体験プログ

ラムの提供等、受入体制づくりを進めます。

　また、観光ガイドや案内人、農家民泊受入農家等のインバウン

ド観光も含めた研修会等の開催と支援に取り組みます。

体験型観光推進事業費 1,045

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
農家民泊の受入れ農家の数 戸 125 125   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 1,045  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 1,045

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
4  13

 
13

1,045

0
体験型観光推進事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 215 事業名  エコツーリズム推進事業 観光課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

地域環境への理解

促進
〇   － － － ○ ○○ ○  

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 33 事業No. 216

事務事業名 天龍峡まちづくり支援事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 観光課 開始 H19 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 2 飯田市への人の流れをつくる

 4 自然と歴史を守り活かし伝え、新たな文化をつくりだす

   

分野別計画
 飯田市観光振興ビジョン

 地域経済活性化プログラム2018

 名勝天龍峡整備計画、名勝天龍峡保存管理計画

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 天龍峡の観光客

意図 地域交流人口の増加

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

天龍峡再生プログラムによるおもてなしや、ご案内人による遊歩道散策が一定の成果を上げ、天龍峡を訪れる観光客

数の増加につながっています。

これまで整備を進めてきた既存遊歩道・園路の改修がおおむね終わり、天龍峡温泉交流館も建替が終了しオープンし

ました。今後、開通が予定される天龍峡大橋を新たな天龍峡の魅力とし連携させ、観光客数の増加につなげます。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　「天龍峡再生プログラム」に位置付けられた事業を実施し、天

龍峡の再生・活性化を図ります。

　「名勝天龍峡整備計画」による事業を実施し「名勝天龍峡」の

適切な保存管理と活用を図ります。

１．名勝天龍峡整備事業の実施

２．天龍峡観光案内所運営及びご案内人の育成

３．地元関係団体の活動支援や観光情報の発信、誘客事業の実施

４．名勝天龍峡ガイダンス施設実施設計

龍東道整備工事実施設計業務 4,700

天龍峡観光案内業務等委託費 7,760

天龍峡まちづくり支援事業等負担金 2,030

土地借地料等 2,582

景観整備等業務委託料 3,080

委員会等報酬　等 121

名勝天龍峡ガイダンス施設実施設計業務 6,912

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
天龍峡及び天竜川下り舟の観光客数 人 353,000 300,000   

天龍峡をご案内人が案内した人数 人 6,000 6,000   

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 27,185 (国)国宝重要文化財等保存整備補助金(5/10)

(地)合併特例(充当率95%)  

(そ)諸収入
国庫支出金 1,000

県支出金 0

地方債 10,900

その他 216

一般財源 15,069

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
4  14

 
6

18,152

0
天龍峡活性化事業費

2    1 7 1
 
4  14

 
7

9,033

0
名勝天龍峡整備事業費

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 216 事業名  天龍峡まちづくり支援事業 観光課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

森林環境整備事業 〇   － × ○ ○ － ○○  

名勝天龍峡の景観保全整備    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 33 事業No. 217

事務事業名 天龍峡温泉交流館管理事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 観光課 開始 H19 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 飯田市観光振興ビジョン

 地域経済活性化プログラム2018

 名勝天龍峡整備計画、名勝天龍峡保存管理計画

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 天龍峡温泉交流館の利用者

意図 地域交流人口の増加

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

天龍峡再生における当施設の役割を明確にし、平成２７年度より指定管理制度を導入し平成２８年度は施設の建替え

工事を実施し、平成29年度より新しい施設にて指定管理を行っています。

今後は、天龍峡大橋の開通に向けて、周辺施設と連携して利用者の増加を図っていきます。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　新たに整備された天龍峡温泉交流館を指定管理者と連携し、温

泉や郷土食「天龍峡そば」を活用し天龍峡観光の拠点となるよう

に管理運営を行います。

１．天龍峡温泉交流館の管理運営の実施

２．利用者拡大の取り組みとして宣伝広告の実施や、地域イベン

トとの連携や参画を実施していきます。

建物保険料 76

指定管理業務委託料 7,710

土地借地料 1,220

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
天龍峡温泉交流館利用者数 人 25,000 25,000   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 9,006  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 9,006

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
4  14

 
8

9,006

0
天龍峡温泉交流館管理費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 217 事業名  天龍峡温泉交流館管理事業 観光課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 33 事業No. 218

事務事業名 遠山郷観光戦略プロジェクト事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 観光課 開始 H23 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 2 飯田市への人の流れをつくる

   

   

分野別計画
 地域経済活性化プログラム2018

 飯田市観光振興ビジョン

 遠山郷観光戦略計画

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 遠山郷への交流人口、指定管理施設

意図 遠山郷の一体的な観光振興で増加させる

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

三遠南信自動車道の全線開通を見据えたとき、飯田市及び南信州の観光振興にとって遠山郷は重要な役割を果たすこ

とから、その拠点施設となる道の駅遠山郷の今後の在り方の検討と施設の機能整備が必要となります。また、遠山郷

を活性化したいという地域への熱い思いを持った若者の活動を地域が一丸となって後押しし、市もそれを支援するこ

とで、地域の雇用の場の創出や外部からの移住定住に結び付けていく必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　平成27～29年度に実施した和歌山大学との共同研究をもとに、

観光を切り口とした遠山郷全体の地域活性化策とその核となる道

の駅遠山郷の機能整理について、地域との連携により取り組みま

す。

　ユネスコエコパーク・ジオパークエリア４市町村の連携により

南アルプス山岳高原観光の誘客促進を図ります。

　遠山郷の将来に熱い思いを持った若者グループの活動を支援し

思いを形にできる仕組みづくりや、事業化に向けた取り組みを行

います。

遠山郷地域活性化促進事業費 908

遠山郷観光事業実施補助金 3,700

遠山郷観光協会体制強化補助費 7,500

遠山郷の若者の思い実現PJ事業費 11,600

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
道の駅遠山郷施設機能整備計画策定事業 事業 1 1   

南アルプス広域連携誘客事業 事業 1 1   

遠山郷の若者の思い実現PJメンバー 人 10 10   

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 23,708 （国）地方創生推進交付金（1/2）

（県）市町村合併特例交付金

（そ）過疎地域自立促進基金繰入金
国庫支出金 5,800

県支出金 4,000

地方債 0

その他 13,908

一般財源 0

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
4  20

 
1

23,708

0
遠山郷観光戦略プロジェクト事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 218 事業名  遠山郷観光戦略プロジェクト事業 観光課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 33 事業No. 219

事務事業名 上村観光施設維持管理事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 観光課 開始 H18 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 飯田市観光振興ビジョン

 遠山郷観光戦略計画

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 上村地区内の観光関連施設

意図 施設の適切な管理運営

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

上村・南信濃地区（遠山郷）観光関連施設は、飯田市公共施設マネジメント基本方針に基づく優先検討施設に位置付

けられており、上村地区の観光施設について老朽化等の課題を分析し、効率的かつ効果的な維持修繕による長寿命化

や管理運営の見直しなど、地域や関係団体と協働して今後の在り方を検討していく必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　観光施設の長寿命化や観光客の満足度及び利便性の向上により

誘客につながる改修工事を適切に実施します。

　観光客の来訪にあたり、地理的制約のある下栗地区での受入れ

について、地域住民の生活環境の確保と観光客が安全に観光でき

る体制を維持管理します。

観光施設管理業務委託料 9,537

観光施設整備工事費 427

観光客受入体制整備費 3,166

観光施設借地料 1,998

観光施設修繕料 1,360

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
観光関連施設の維持管理 施設 14 14   

下栗の里観光客受入数 人 55,600 55,600   

観光施設整備事業 事業 1 1   

観光施設修繕施工数 件  1   

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 16,488  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 16,488

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
4  20

 
2

16,488

0
上村観光施設管理費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 219 事業名  上村観光施設維持管理事業 観光課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 33 事業No. 220

事務事業名 南信濃観光施設管理事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 観光課 開始 H18 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 飯田市観光振興ビジョン

 遠山郷観光戦略計画

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 南信濃地区内の観光関連施設

意図 施設の適切な管理運営

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

上村・南信濃地区（遠山郷）観光関連施設は、飯田市公共施設マネジメント基本方針に基づく優先検討施設に位置付

けられており、南信濃地区の観光施設について老朽化等の課題を分析し、効率的かつ効果的な維持修繕による長寿命

化や管理運営の見直しなど、地域や関係団体と協働して今後の在り方を検討していく必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　観光関連施設の長寿命化や観光客や利用者の満足度及び利便性

の向上につながる維持修繕を適切に実施します。
観光施設管理業務委託料 10,813

観光施設維持管理費 8,194

観光施設借地料 3,874

観光施設整備工事費 20,597

観光施設修繕料 2,700

道の駅連絡会負担金 70

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
観光関連施設の維持管理 施設 26 26   

観光施設整備事業 事業 1 1   

観光施設修繕施工数 件  1   

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 46,248 （県）市町村合併特例交付金

（そ）諸収入国庫支出金 0

県支出金 19,400

地方債 0

その他 1,193

一般財源 25,655

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
4  20

 
4

46,248

0
南信濃観光施設管理費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 220 事業名  南信濃観光施設管理事業 観光課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 


